
 

 株式会社ホンダアクセス 
コーポレートコミュニケーション部  
〒352-8589 埼玉県新座市野火止 8-18-4 
URL  https://www.honda.co.jp/ACCESS/ 
ホンダアクセス Twitter http://twitter.com/Honda_Access/ 

Honda Access Corp. 
8-18-4, Nobidome Niizashi Saitama, 352-8589 Japan 

お客様からの商品についてのお問合せ先：「株式会社ホンダアクセス お客様相談室 0120-663521」 
受付時間：9～12時、13～17時（土日･祝日･弊社指定定休日は除く） 

 株式会社ホンダアクセスは、2シーター・オープンスポーツの S660をベース※1に、外装や灯体
などを組み替え、クラシカルなスタイリングにカスタマイズできる「S660 Neo Classic KIT」を
9月 21日に株式会社ホンダユーテック オートテラス店 3店舗※2にて発売します。 
 
 S660 Neo Classic KITは、未塗装の FRP製外装部品と灯体等で構成されています。装着する車両に
合わせた塗装を行った上で、外装部品や灯体などを組み替えて架装することでカスタマイズカーとして
完成します。 
このキットを用いて、ホンダユーテックが S660 中古車をベースにカスタマイズを行い、“Honda

認定中古車「S660 Neo Classic」”として販売します。また、現 S660ユーザーが自身の S660を持ち
込み「S660 Neo Classic」にカスタマイズすることも可能です。架装された中古車の販売、持ち込み
車両のカスタマイズともにホンダユーテックが行います。 

 
「S660 Neo Classic」は 2016年 1月に開催された東京オートサロン 2016に、ホンダアクセスが

「N Lab.(エヌラボ)」※3として出展した「S660 Neo Classic Concept」がベースとなっています。
多くのお客様から好評をいただき商品化の検討を続け、今回中古車装着を想定したパーツキットとして
商品化を実現しました。 
 
※1 S660 Modulo Xをベース車とすることはできません 
※2 ホンダユーテックは Honda の中古車を取り扱うオートテラス店 3 拠点とオークション 6 会場を運営する連結子会社。S660 

Neo Classic取扱い店舗は「オートテラス城北」「オートテラス鈴鹿東」「オートテラス筑紫野」の 3店舗 
※3 N Lab.(エヌラボ)は、従業員の有志が自発的な活動でデザイン・具現化したモデルを制作し、お客様とのコミュニケーション

を通じ、次期商品へのアイデアを得ること、またモチベーションを高めることを狙いとしたホンダアクセスの活動の一つです 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■商品名  メーカー希望小売価格（ ）内消費税抜き本体価格

S660 Neo Classic KIT 1,296,000円（1,200,000円） 

2018年8月30日 

「商品情報サイト」   https://www.honda.co.jp/ACCESS/S660NeoClassic/ 
「ホンダアクセスプレスインフォメーションサイト」 https://www.honda.co.jp/ACCESS/press/ 

「S660 Neo Classic KIT」 
外装、灯体組替パーツイメージ 

「S660 Neo Classic」 
S660中古車ベース架装車両 

2シーター・オープンスポーツモデル S660をベースに 
クラシカルなスタイリングへカスタマイズが可能な 
「S660 Neo Classic KIT」を発売 
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